
水田土壌層における地下水位及び流動方向の変化 

～千葉市若葉区谷当町堂谷津の例～ 

 

伊藤直人 風岡 修 小島隆宏 

 

１ はじめに 

 高濃度の硝酸性窒素を含む地下水が流入する灌水域（水田や湿地等）の水田土壌層は，高い窒素除去効果

を有することが多数報告されている 1-3)。しかし，多くの研究では，地下水位変化や地下水流動方向の変化に

ついて詳細な検討が行われていない。地下水における窒素濃度低下の多くは，水田土壌層を通過する過程で

起きることから，地下水の詳細な動きを把握することは重要である。本調査では，千葉市若葉区谷当町堂谷

津の低地において，灌水域（アシ湿地）の水田土壌層における窒素除去効果検討の基礎資料とするため，同

層に観測井を設置し，地下水の詳細な挙動の把握を行った。 

 

２ 調査地域・手法 

 千葉市若葉区谷当町堂谷津は，下総台地を開析する小規模な谷に発達した低地である（図 1）。この場所は，

千葉市の環境保全区域であり，NPO バランス 21 によって湿地環境の保全が行われている 4,5)。小島(2020)6)で

は，当該地域で水文地質構造の推定を行っており，湿地は下位から沖積層及び人工地層（水田土壌層）から

構成されることを明らかにしている(図 2)。本調査では，水田土壌層の観測井において，自記水位計を用い

た連続水位観測を実施し，地下水位と地下水流動方向の変化の観測を行った(図 3)。調査期間は，2021 年 3
月 5 日～3 月 31 日の 27 日間である。測定間隔は 10 分とし，降雨による地下水位への影響と水位計の気圧

補正を行うため，千葉特別地域気象観測所（千葉市中央区中央港）の降水量と大気圧のデータを使用した。 

図 2 湿地_柱状図（小島 20206）に加筆） 図 3 観測井位置図 

図 1 千葉市若葉区谷当町堂谷津における地形図 
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３ 結果 

 連続水位観測結果，降水量および地下水流動方向を比較したものを図 4，水位観測結果から作成した地下

水面図のうち代表的なものを図５に示す。降雨による地下水位の変化は非常に早く，降雨から数時間程度で

水位が上昇している。対して，降雨後の水位の低下は比較的緩やかであり，元の水位に戻るまでに数日程度

かかっている。概ね３つの観測井とも，同様の水位変化を示しており，水位は通常 Ga-1 > Mi-1 > Ga-2 の順

で高くなっている。対して，降水量が比較的多い 3 月 13 日の水位は，Ga-2 > Ga-1 > Mi-1 の順となってお

り，降水量の増加によって水位の逆転が発生すると推定される。 

 地下水の流動方向については，比較的地下水位の低い 3 月 5 日や 8 日のような場合は，概ね南西→北東方

向へ流れている。対して，比較的水位の高い 3 月 13 日の場合には，北西→南東方向へ流動方向が変化して

いる。この流動方向に変化については，前述の降水量の増加による地下水位の逆転が原因と推定される。 

 以上のことから，極浅層の水田土壌層（人工地層）は，降雨により地下水位が変化しやすいこと，またそ

れに伴って，地下水流動方向が多様に変化することが明らかとなった。 

 

図 4 連続水位観測結果，降水量及び地下水流動方向 
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図 5 地下水面図 
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